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こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
よ
り
副
議
長
に
ご
推
挙
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

の
職
務
の
責
任
の
重
さ
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

自
ら
の
議
員
と
し
て
の
職
務
は
も
と

よ
り
、
副
議
長
と
し
て
議
長
を
し
っ
か

り
補
佐
し
、
議
会
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
努
力
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十日町市議会議員26名（平成25年５月改選）

市議会副議長

鈴木一郎

　

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
方
か
ら
選
任

い
た
だ
き
、
議
長
職
に
就
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
職
責
の
重
大
さ
に
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

十
日
町
市
の
発
展
と
市
民
の
生
活
向

上
の
た
め
、
一
生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
議
長
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市議会議長

川田一幸

副
議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ

5月!4日に臨時議会を開催

新しい議会構成が決まりました
６ページをご覧ください
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市
民
の
声
を
市
民
目
線
で
し
っ
か

り
届
け
ま
す（
女
性
、子
育
て
中
の
方

の
届
き
に
く
い
声
も
し
っ
か
り
と
）。

　

若
い
人
た
ち
も
市
政
に
関
心
を
持

て
る
よ
う
に
発
信
し
、
身
近
な
議
員

に
な
り
ま
す
。 大

嶋
由
紀
子

（
四
日
町
中
原
）

1

員 と し て 取 り 組 む 課 題 と 抱 負議
　

地
域
の
資
源
・
財
産
を
生
か
し
な

が
ら
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
を

創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
十
日
町
の
キ
ャ
ス
ト
で
あ

る
こ
と
で
﹁
選
ば
れ
る
十
日
町
市
﹂

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
崎
哲
也

（
伊
達
第
４
）

2

　

初
心
を
忘
れ
ず
、
市
民
目
線
に
立

ち
、
お
年
寄
り
や
子
育
て
世
代
な
ど

の
声
を
聞
き
、
市
民
と
市
政
と
の
パ

イ
プ
役
に
務
め
ま
す
。
現
場
第
一
主

義
で
み
ん
な
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

村
山
達
也

（
松　
代
）

3
　

周
辺
地
域
の
活
性
化
な
く
し
て
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
あ
り
得
ま

せ
ん
。
地
域
ご
と
の
自
立
と
連
携
を

促
進
し
、
全
市
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋
俊
一

（
千
手
上
町
）

4

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
、
市
民
と
の
対
話
の
機
会
を
つ

く
り
、
議
員
や
議
会
活
動
が
ど
ん
な

こ
と
か
を
伝
え
、
市
民
が
幸
せ
と
感

じ
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
議

員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
考
え
る
。

小
林
　
均

（
本
町
４
丁
目
）

5
　

市
民
の
声
を
届
け
実
現
し
た
い
。

日
本
一
の
歴
史
遺
産
﹁
榕
堂
・
紅
陽
・

火
焔
型
土
器
﹂
を
発
信
し
、
誇
り
高

い
青
少
年
教
育
と
十
日
町
産
品
の
付

加
価
値
に
つ
な
げ
た
い
。
子
育
て
支

援
、
都
市
交
流
に
努
力
し
た
い
。

吉
村
重
敏

（
中
条
峠
）

6

　

新
市
合
併
1₀
年
も
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

良
か
っ
た
と
言
え
る
た
め
、
全
力
を

挙
げ
る
大
切
な
時
で
す
。
行
政
も
議

会
も
全
力
で
挑
戦
で
す
。
議
会
の
役

割
、
力
と
は
何
か
。
何
と
い
っ
て
も

市
民
の
期
待
に
応
え
る
時
。

遠
田
延
雄

（
川
治
内
後
第
２
）

7
　

市
議
と
は
①
地
域
の
代
弁
者
と
し

②
市
全
体
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
市
の
未
来
を
切
り
開
く
活

動
を
す
る
こ
と
と
考
え
実
践
し
ま
す
。

信
濃
川
・
清
津
川
の
再
生
と
定
数
削

減
等
の
議
会
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

藤
巻
　
誠

（
新
光
寺
）

8

　

生
活
に
直
結
す
る
、
流
雪
溝
の
整

備
と
国
道
４
０
３
号
線
の
道
路
幅
員

を
十
分
確
保
す
る
整
備
に
よ
り
、
安

心
・
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
こ

と
。
清
津
川
の
水
を
取
り
戻
す
こ
と

で
す
。

仲
嶋
英
雄

（
上　
野
）

9
　

多
様
な
農
家
が
農
業
に
励
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
地

域
の
特
色
を
生
か
す﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂

に
取
り
組
み
ま
す
。何
よ
り﹁
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
第
一
﹂

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
に
励
み
ま
す
。

鈴
木
和
雄

（
倉　
俣
）

10
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強
く
、
た
く
ま
し
い
地
域
を
育
て

る
。
そ
れ
が
﹁
本
当
の
豊
か
さ
を
求

め
た
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
治
組
織
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

小
林
弘
樹

（
春
日
町
１
）

11
　

い
の
ち
輝
く
地
域
を
目
指
し
て
、

暮
ら
し
、
子
育
て
、
高
齢
社
会
を
支

え
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

元
気
と
希
望
を
持
て
る
地
域
づ
く
り

を
、
現
場
第
一
主
義
に
徹
し
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

宮
沢
幸
子

（
大
黒
沢
第
１
）

12

　

雪
国
の
ハ
ン
デ
ィ
を
少
し
で
も
克

服
す
る
た
め
、
道
路
改
良
や
克
雪
対

策
事
業
等
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
そ
の
対
策
に
つ
な
が
る

環
境
整
備
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

近
藤
紀
夫

（
下
条
中
央
通
り
）

13
　

議
会
の
役
割
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
、
決
算
、
条
例
の
審
査
は
当
然

で
す
が
、
重
要
な
こ
と
は
市
政
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
市
民
の
声
を
届
け
る
こ

と
で
す
。
市
長
提
案
何
で
も
賛
成
で

な
く
、
是
々
非
々
を
貫
き
ま
す
。

安
保
寿
隆

（
四
日
町
第
１
）

14

　

現
場
に
出
掛
け
、
問
題
点
や
現
状

を
自
分
の
目
で
確
か
め
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
問
題
意
識
を
持
ち
、

行
政
に
働
き
掛
け
て
改
善
し
て
い
き

ま
す
。
心
の
通
い
合
う
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

羽
鳥
輝
子

（
木　
落
）

15
　

合
併
し
て
８
年
。
豊
か
な
十
日
町

市
実
現
の
た
め
に
産
業
育
成
で
外
貨

を
得
る
こ
と
、
基
幹
産
業
は
農
業
と

の
立
場
で
、
養
豚
産
業
の
臭
気
対
策

は
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
実
現
で
解
決
す

る
べ
き
。

小
嶋
武
夫

（
新
町
新
田
）

16

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
振
興

に
取
り
組
み
、
都
市
間
交
流
を
盛
ん

に
し
て
都
市
と
農
村
の
連
携
を
強
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
努
め
ま
す
。

飯
塚
茂
夫

（
南　
雲
）

17
　

議
会
、
議
員
の
立
場
、
役
割
を
忘

れ
ず
、
住
民
の
声
を
市
政
に
生
か
し
、

地
域
格
差
の
な
い
地
域
創
り
、
地
域

資
源
を
生
か
し
、
若
者
が
定
住
で
き

る
地
域
創
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。

鈴
木
一
郎

（
白
羽
毛
）

18

　

公
平
・
平
等
な
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

連
携
で
誰
も
が
こ
の
地
で
暮
ら
せ
る

よ
う
努
め
、
地
産
地
消
を
推
進
し
循

環
型
社
会
確
立
に
尽
力
し
安
心
と
笑

顔
の
あ
る
暮
ら
し
を
目
指
し
ま
す
。

太
田
祐
子

（
川
治
内
後
第
２
）

19
　

老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高
齢

者
福
祉
の
充
実
、
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
と
地
場
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、

夢
あ
る
あ
す
の
十
日
町
市
を
見
つ
め

て
誠
意
と
情
熱
を
胸
に
、
市
政
発
展

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

涌
井
　
充

（
高
島
第
１
）

20
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子
や
孫
が
継
げ
る
故
郷
づ
く
り
に

向
け
、
安
心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の

医
療
と
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
雇
用
の

確
保
、
新
し
い
農
業
ス
タ
イ
ル
、
大

胆
な
議
会
改
革
な
ど
住
民
目
線
に
立

ち
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

川
田
一
幸

（
珠　
川
）

21
　

駅
や
バ
ス
停
、
あ
る
い
は
自
宅
か

ら
歩
い
て
行
け
る
範
囲
に
、
病
院
や

お
店
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
機
能
の

維
持
・
確
保
、
さ
ら
に
は
﹁
に
ぎ
わ

い
﹂
の
創
出
を
図
る
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

庭
野
茂
美

（
高
田
町
１
）

22

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
と
克
雪
対
策
。
十
日
町
病
院

の
早
期
建
設
、
松
代
病
院
の
存
続
で

医
療
、
福
祉
の
充
実
。
中
山
間
地
農

業
へ
の
支
援
で
若
い
担
い
手
育
成
。

生
活
密
着
の
公
共
事
業
の
拡
大
を
。

村
山
邦
一

（
上
川
手
）

23
　
﹁
人
と
産
業
が
育
つ
環
境
の
整
備
﹂

市
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
高
齢
化

集
落
へ
の
人
的
支
援
。
農
業
後
継
者

の
新
規
参
入
支
援
と
拡
大
。
24
時
間

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
。

交
流
人
口
拡
大
に
よ
る
経
済
の
拡
大
。

小
野
嶋
哲
雄

（
太　
平
）

24

　

21
世
紀
の
郷
土
創
り
を
目
指
す
。

地
場
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
と
、
教

育
、
芸
術
文
化
を
高
め
、
福
祉
の
充

実
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る

郷
土
創
り
に
尽
力
し
ま
す
。

庭
野
政
義

（
本
町
７

－

１
）

25
　

財
政
の
健
全
化
、
将
来
負
担
比
率

の
削
減
を
図
り
、
医
療
機
関
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
推
進
、
災
害
に
即
応
で

き
る
高
速
交
通
体
系
の
整
備
促
進
、

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
雇
用
の
確
保
、

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

高
橋
洋
一

（
湯　
本
）

26

一
般
会
計
補
正
予
算
と

主
な
事
業

５
月
臨
時
会

《
平
成
24
年
度
補
正
第
13
号
》

　
こ
の
補
正
は
、
今
冬
の
豪
雪
を
受

け
、
不
足
す
る
道
路
除
雪
経
費
の
追

加
を
３
月
2⓽
日
付
で
専
決
処
分
し
、

予
算
化
し
た
も
の
で
す
。

○
市
道
除
排
雪
経
費
（
建
設
課
）

・
除
雪
委
託
料
の
追
加

 

８
、４
０
０
万
円

《
平
成
25
年
度
補
正
第
１
号
》

　
こ
の
補
正
は
、
今
冬
の
豪
雪
に
よ

り
春
の
農
作
業
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
農
道
除
雪
等
に
か
か

る
経
費
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、

作
業
の
遅
れ
を
防
止
す
る
た
め
必
要

と
な
る
経
費
な
ど
を
専
決
処
分
し
、

予
算
化
し
た
も
の
で
す
。

○
消
雪
対
策
事
業
（
農
林
課
）

・
消
雪
対
策
事
業
補
助
金
の
追
加

 

１
、３
０
０
万
円

○
一
般
土
地
改
良
事
業
（
農
林
課
）

・
除
雪
委
託
料
の
補
正

 

３
７
０
万
円

春の農作業に向け除雪が進む農道
（４月 鉢地内）

員 と し て 取 り 組 む 課 題 と 抱 負議

（市のホームページからアクセスできます）

　
議
場
で
の
本
会
議
の
様
子
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
開
会
中
は
生
中
継
を
﹆
閉
会
中
は

録
画
中
継
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
﹆
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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新しい顔ぶれによる議案審議

各課の業務について説明を受ける
４人の初当選議員

議長選挙の投票

議 
会 

誌 
日 

４月

５月

【
４
月
】

４
日
・
北
信
越
市
議
会
議
長
会

　
　
　
（
富
山
市
）

【
５
月
】

７
日
・
議
員
懇
談
会

８
日
・
愛
媛
県
四
国
中
央
市
議
会
視

察
来
市

14
日
・
平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会

　
　

・
全
員
協
議
会

　
　

・
東
京
都
多
摩
市
議
会
視
察
来

市

15
日
・
滋
賀
県
東
近
江
市
議
会
視
察

来
市

　
　

・
鹿
児
島
県
南
九
州
市
議
会
視

察
来
市

16
日
・
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
議
会

視
察
来
市

16
日
〜
17
日

　
　

・
初
当
選
議
員
研
修
会

22
日
・
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
（
東
京
）

24
日
・
新
潟
県
特
別
豪
雪
地
帯
市
町

村
議
会
協
議
会
定
期
総
会

　
　
　
（
三
条
市
）

29
日
・
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員

会
（
東
京
）

議
会

聴
傍

　

改
選
後
初
め
て
の
市
議
会
を
傍
聴

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
が
30
名
か
ら
26
名
に
４

名
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
新
人
議

員
も
40
代
前
半
の
方
々
が
３
名
も
当

選
し
、
議
員
の
年
齢
も
若
返
っ
た
感

じ
が
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

女
性
議
員
が
１
名
増
え
４
名
に
な
っ

た
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
で
も
、
市
長
は
じ
め

新
人
の
女
性
議
員
を
含
む
２
名
の
方

が
着
物
姿
で
出
席
さ
れ
、
織
物
の
ま

ち
と
し
て
と
て
も
良
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
議
員
か

ら
市
政
に
対
し
新
し
い
発
想
を
ど
ん

ど
ん
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
十
日

町
市
が
抱
え
て
い
る
病
院
問
題
や
少

子
化
、
高
齢
化
、
過
疎
化
等
々
市
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
期
待
し
な
が
ら
今
回
の
議
会
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
６
月
定
例
会
は
14
日
開
会
の

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
議
会
事

務
局
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

議案番号等 件　　　　　　　　名 採決状況 議決結果

市　

長　

提　

案

60 専決処分の承認（平成24年度十日町市一般会計補正予算〔第13号〕）

全員賛成

承　　認

61 専決処分の承認（十日町市税条例の一部改正）

62 専決処分の承認（十日町市国民健康保険税条例の一部改正）

63 専決処分の承認（十日町市老人医療費助成に関する条例の一部改正）

64 専決処分の承認（平成25年度十日町市一般会計補正予算〔第１号〕）

65 固定資産評価員の選任（重
しげ

野
の

 健
けん

一
いち

 氏） 同　　意

66 損害賠償の額を定めること 原案可決

67 監査委員の選任（庭
にわ

野
の

 茂
しげ

美
み

 氏） 賛成多数 同　　意

議　

会　

提　

案

2 議長選挙 選　　挙

3 副議長選挙 選　　挙

4 議員の議席指定 指　　定

5 議会常任委員会委員の指名 指　　名

6 議会常任委員会委員長及び副委員長の選任報告 報　　告

7 議会運営委員会委員の指名 指　　名

8 議会運営委員会委員長及び副委員長の選任報告 報　　告

9 十日町地域広域事務組合議会議員の選挙 選　　挙

10 津南地域衛生施設組合議会議員の選挙 選　　挙

11 議長の常任委員辞任 全員賛成 許　　可

初
議
会
を
傍
聴
し
て

�

（
中
条 

60
代 

男
性
）

５月臨時会議決結果

　

市
議
会
と
し
て
の
主
な
活
動
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。



あ
と
が
き

（6）

○
４
月
21
日
、
市
長
・
市
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
様

の
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
氷
雨
交
じ
り
の
天
候

も
影
響
し
た
の
か
76
・
２
％
の
低

投
票
率
で
し
た
。
こ
の
低
投
票
率

は
、
市
民
が
市
政
に
愛
想
を
尽
か

し
て
い
る
兆
し
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。
今
、
若
者
た
ち

が
な
り
た
い
職
業
の
順
位
で
は
、

政
治
家
は
１
４
１
番
目
だ
と
い
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
描
か
れ

る
政
治
家
像
は
、
口
先
だ
け
の
公

約
を
し
、
裏
金
を
受
け
取
り
、
市

民
を
困
ら
せ
る
悪
徳
政
治
家
と
し

て
描
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の

順
位
も
納
得
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
政
治
を
小
馬
鹿
に
す

る
こ
と
は
、
天
に
向
か
っ
て
唾
を

す
る
よ
う
な
も
の
で
、
結
局
は
自

分
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
改
め
て
真

剣
に
市
政
に
取
り
組
も
う
と
心
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
編
集
委
員
６
人
の
う
ち
４
人
を

１
期
議
員
が
占
め
る
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
の
第
一
歩
は
、
情

報
公
開
を
キ
ッ
チ
リ
と
す
る
こ
と

で
す
。
議
会
活
動
を
分
か
り
や
す

く
、
こ
の
紙
面
を
通
し
て
お
届
け

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
藤 

巻　

 

誠
）

決
ま
り
ま
し
た

●
議
　
長

　
川
　
田
　
一
　
幸

●
副
議
長

　
鈴
　
木
　
一
　
郎

●
監
査
委
員

　
庭
　
野
　
茂
　
美

改選後の初議会に向け、運営について
協議した５月７日の議員懇談会

議
会
構
成
が

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

近　
藤　
紀　
夫

副
委
員
長　

小　
嶋　
武　
夫

委　
　

員　

吉　
村　
重　
敏

小　
林　
弘　
樹

宮　
沢　
幸　
子

飯　
塚　
茂　
夫

太　
田　
祐　
子

村　
山　
邦　
一

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

小　
林　
弘　
樹

副
委
員
長　

太　
田　
祐　
子

委　
　

員　

福　
崎　
哲　
也

藤　
巻　
　
　
誠

仲　
嶋　
英　
雄

安　
保　
寿　
隆

鈴　
木　
一　
郎

涌　
井　
　
　
充

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉　
村　
重　
敏

副
委
員
長　

小　
林　
　
　
均

委　
　

員　

高　
橋　
俊　
一

近　
藤　
紀　
夫

小　
嶋　
武　
夫

庭　
野　
茂　
美

村　
山　
邦　
一

庭　
野　
政　
義

高　
橋　
洋　
一

■
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

委
員
長　

宮　
沢　
幸　
子

副
委
員
長　

遠　
田　
延　
雄

委　
　

員　

大　
嶋　
由
紀
子

村　
山　
達　
也

鈴　
木　
和　
雄

羽　
鳥　
輝　
子

飯　
塚　
茂　
夫

小
野
嶋　
哲　
雄

◇
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

藤　
巻　
　
　
誠

　

副
委
員
長　

高　
橋　
俊　
一

委　
　

員　

大　
嶋　
由
紀
子

福　
崎　
哲　
也

村　
山　
達　
也

吉　
村　
重　
敏

◆
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
議
会
議
員

村　
山　
達　
也

 

高　
橋　
俊　
一

　
　
　
　
　

 

吉　
村　
重　
敏

 

藤　
巻　
　
　
誠

鈴　
木　
和　
雄

宮　
沢　
幸　
子

羽　
鳥　
輝　
子

鈴　
木　
一　
郎

村　
山　
邦　
一

川　
田　
一　
幸

◆
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
議
会
議
員鈴　

木　
一　
郎

高　
橋　
洋　
一

川　
田　
一　
幸新・議会だより編集委員の顔ぶれ

【所管事項】
　企画政策課・総務課・財政課・防
災安全課・税務課・会計課・教育総
務課・学校教育課・生涯学習課・文
化財課・スポーツ振興課・議会事務
局・選挙管理委員会・公平委員会・
監査委員及び固定資産評価審査委員
会所管に関する事項。その他、他の
常任委員会に属さない事項

【所管事項】
　産業政策課・農林課・観光
交流課・中心市街地活性化推
進室・建設課・都市計画課・
上下水道局及び農業委員会所
管に関する事項

【所管事項】
　福祉課（福祉事務所）・市民
生活課・子育て支援課・発達支
援センター・健康支援課・地域
中核病院建設推進室・国民健康
保険診療所及び環境衛生課所管
に関する事項

※総務文教常任委員会の定数は９人ですが、議長は常任委員会の委員
を辞任する申し合わせになっているため、８人となっています。


